
登
録
番
号

名

称

住

所

基
準
適
合
性
認
証

を
行
う
事
業
所
の

所
在
地

基
準
適
合
性
認
証
の
業
務
の
範
囲

廃
止
を
し
た

日

Ａ
Ｊ

日
本
化
学

キ
ュ
ー
エ

イ
株
式
会

社

東
京
都
千

代
田
区
内

幸
町
一
丁

目
二
番
一

号
日
土
地

内
幸
町
ビ

ル

東
京
都
千
代
田
区

内
幸
町
一
丁
目
二

番
一
号
日
土
地
内

幸
町
ビ
ル

薬
事
法
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
基
準
を
定

め
て
指
定
す
る
体
外
診
断
用
医
薬
品

平
成
二
十
六

年
一
月
三
十

一
日

平成™�年™月™Ÿ日 金曜日 第�™š 号官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
十
七
号

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
日
本
薬
局
方
（
平
成
二

十
三
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の

日
本
薬
局
方
（
以
下
「
旧
薬
局
方
」
と
い
う
。）に
収
め
ら
れ
て
い
た
医
薬
品
（
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
日
本
薬
局

方
（
以
下
「
新
薬
局
方
」
と
い
う
。）に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）で
あ
っ
て
平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日
に

お
い
て
現
に
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
て
い
る
も
の
（
同
年
二
月
二
十
七
日
に
お
い
て
、
薬

事
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
製
造
販
売
の
承
認
を
要
し
な
い
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
医

薬
品
等
（
平
成
六
年
厚
生
省
告
示
第
百
四
号
）
に
よ
り
製
造
販
売
の
承
認
を
要
し
な
い
医
薬
品
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

る
医
薬
品
（
以
下
「
承
認
を
要
し
な
い
医
薬
品
」
と
い
う
。）を
含
む
。）に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日
ま

で
は
、
旧
薬
局
方
で
定
め
る
名
称
及
び
基
準
（
当
該
医
薬
品
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。）は
新
薬
局
方
で
定
め
る
名
称
及

び
基
準
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
新
薬
局
方
に
収
め
ら
れ
て
い
る
医
薬
品
（
旧
薬
局
方
に
収
め
ら
れ
て
い

た
も
の
を
除
く
。）で
あ
っ
て
平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日
に
お
い
て
現
に
同
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
て
い
る

医
薬
品
（
承
認
を
要
し
な
い
医
薬
品
を
含
む
。）に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日
ま
で
は
、
新
薬
局
方
に
収

め
ら
れ
て
い
な
い
医
薬
品
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

（「
次
の
よ
う
」
は
省
略
し
、
改
正
全
文
を
厚
生
労
働
省
医
薬
食
品
局
審
査
管
理
課
及
び
地
方
厚
生
局
並
び
に
都
道
府

県
庁
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
十
八
号

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
条
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
薬
事
法
第
二
条

第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
高
度
管
理
医
療
機
器
、
管
理
医
療
機
器
及
び
一

般
医
療
機
器
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

別
表
第
１
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

1
1
0
2
ヒ
ト
ト
ロ
ン
ビ
ン
含
有
ゼ
ラ
チ
ン
使
用
吸
収
性
局
所
止
血
材

1
1
0
3
ウ
マ
心
の
う
膜
弁

1
1
0
4
患
者
適
合
型
体
内
固
定
用
プ
レ
ー
ト

別
表
第
２
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

1
8
0
1
体
温
調
節
装
置
シ
ス
テ
ム

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
十
九
号

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
薬
事
法
第
二
条
第
八
項
の
規

定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
特
定
保
守
管
理
医
療
機
器（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
九
十
七
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

別
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

1
1
9
7
体
温
調
節
装
置
シ
ス
テ
ム

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
号

薬
事
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
十
一
号
）
第
八
十
条
第
二
項
第
七
号
ハ
の
規
定
に
基
づ
き
、
薬
事
法
施
行

令
第
八
十
条
第
二
項
第
七
号
ハ
の
規
定
に
基
づ
き
特
別
の
注
意
を
要
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
高

度
管
理
医
療
機
器
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

本
文
中
「
1101
」
の
下
に
「
か
ら
1103
ま
で
」
を
加
え
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
一
号

医
療
機
器
及
び
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
製
造
管
理
及
び
品
質
管
理
の
基
準
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働

省
令
第
百
六
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
機
器
及
び
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
製
造
管
理
及
び
品

質
管
理
の
基
準
に
関
す
る
省
令
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
医
療
機
器
（
平
成
十
七

年
厚
生
労
働
省
告
示
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

本
文
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

810

ヒ
ト
ト
ロ
ン
ビ
ン
含
有
ゼ
ラ
チ
ン
使
用
吸
収
性
局
所
止
血
材

811

ウ
マ
心
の
う
膜
弁

812

患
者
適
合
型
体
内
固
定
用
プ
レ
ー
ト

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
二
号

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
条
第
九
項
及
び
第
十
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣

が
指
定
す
る
生
物
由
来
製
品
及
び
特
定
生
物
由
来
製
品
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
九
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

別
表
第
１
の
５
中
c
を
d
と
し
、
`
か
ら
b
ま
で
を
a
か
ら
c
ま
で
と
し
、
_
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

`
ヒ
ト
ト
ロ
ン
ビ
ン

別
表
第
２
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
ヒ
ト
ト
ロ
ン
ビ
ン
を
含
有
す
る
医
療
機
器
（
検
査
の
た
め
の
採
血
に
用
い
る
医
療
機
器
を
除
く
。）

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
三
号

薬
事
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
一
号
）
第
二
百
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
薬
事
法

施
行
規
則
第
二
百
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
令
第
二
百
九
条
の
二
及
び
第
二
百
十
条
第
五
号
に
規
定
す

る
表
示
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
し
な
い
期
間
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
期
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

薬
事
法
施
行
規
則
第
二
百
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
令
第
二
百
九
条
の
二
及
び
第
二
百
十
条
第

五
号
に
規
定
す
る
表
示
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
し
な
い
期
間
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
期
間

薬
事
法
施
行
規
則
第
二
百
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
令
第
二
百
九
条
の
二
及
び
第
二
百
十
条
第
五
号

に
規
定
す
る
表
示
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
し
な
い
期
間
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
期
間
は
、
薬
事
法
第

三
十
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
第
一
類
医
薬
品
及
び
第
二

類
医
薬
品
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
平
成
二
十
五
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
七
十
五
号
）
に
よ
り
指
定
が
変
更
さ
れ

た
医
薬
品
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
間
と
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
四
号

健
康
保
険
法
施
行
令
（
大
正
十
五
年
勅
令
第
二
百
四
十
三
号
）
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
健
康
保
険

法
施
行
令
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
地
域
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告

示
第
五
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

表
東
京
都
の
項
中
「
、
あ
き
る
野
市
及
び
西
多
摩
郡
瑞
穂
町
」
を
「
及
び
あ
き
る
野
市
」
に
改
め
、
同
表
三
重
県
の

項
を
削
り
、
同
表
京
都
府
の
項
中
「
舞
鶴
市
、」を
削
り
、
同
表
大
阪
府
の
項
中
「
、
池
田
市
」
を
削
り
、
同
表
兵
庫
県

の
項
中
「
、
相
生
市
、
赤
穂
市
」
を
削
る
。
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